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研究成果の概要（和文）： 
 本研究ではマルチメディアの中で主に視覚情報がもたらす学習効果を概観し、外国語教育、
特に日本語教育への応用の可能性について研究した。イメージが学習者に何らかの影響を及ぼ
すのではないかという問題はこれまで理論的研究に先行してむしろ実践的な場面で盛んに研究
されてきた。しかし、なぜイメージが学習効果を促進するのかは未だ充分に明らかになってい
ない。具体的な映像材料は制作者や教師側の曖昧な基準や勘に頼って活用されているのが現状
である。マルチメディアが外国語学習にもたらす学習効果の諸要因を徹底的に解明し、学生へ
の認知実験を通じた学習プロセスについての理論的研究がより求められる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, we surveyed the effect of the multimedia visual factors, and also investigated its 
adaptation to language education. Most research about image in language learning has 
focused on the utilization rather than the clarification of its effect. But it is not clear yet why 
image promotes language learning.  
 The current situation is that the use of the video materials has been based on arbitrary 
standards and intuition of the teachers and authors. It is required to elucidate thoroughly the 
factors of learning effect and to clarify the process by cognitive experiments. 
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1. 研究開始当初の背景 
 外国語学習における認知・言語に関する総
合的・実証的研究を行い、それによって得ら

れた知見の応用による外国語学習過程のモ
デル化と効果的な学習方法および学習シス
テムを開発・提案することを目標とする。そ
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して、マルチメディア教材に対する学習者の
インタラクションを分析することで、学習者
がマルチメディアを媒介として学習してい
く過程で学習モデルが備えるべき要素を研
究する。本研究によって「外国語学習のモデ
ル化」が教育心理学・外国語教育学分野で明
確に実証され、実用化されることが期待され
る。 
 
2. 研究の目的 
2.1 マルチメディア外国語学習モデルの構築 

人間の情報処理過程でテキスト、音声、映
像情報がもたらす効果を測定し、外国語学習
プロセスを解明する。また、学習メカニズム
の知見に基づく外国語学習システムを構築
し、それを外国語学習の現場に導入し、その
モデルの妥当性と学習効果を評価すること
によって、外国語教育学に多大な貢献をする
ことが予想される。 
 
2.2 マルチメディアの学習効果の測定 
 映像は時間の経過とともに、情報量、質
ともに変化していくので、同時に様々な変
化をしている言語情報と重複する内容で
あれば、理解が進むことは容易に想定でき
る。また映像と音声を介した言語理解は、
テキストのみによる理解と比べて状況把
握場面での利用に供することが容易にな
ることも知られているため、外国語教育等
におけるマルチメディア情報の活用は重
要な意味をもつことになる。映像を含むマ
ルチメディアなどの要素が学習効果を促
進しているのか更なる研究が必要である。 
 
2.3 マルチメディア外国語学習に対する学習
者のインタラクション研究 
 技術の進歩に伴い、学習者に提供するコン
テンツやコンテンツの性質は日々変化を遂
げてきた。その利用形態をみると、マルチメ
ディア教材の提示や設問に学習者は単なる
選択や埋め込みといったインタラクション
で答えるという構造はまだ変わっていない。
しかし、実際の人間同士の言語生活をみると、
このような一方的な情報提示と意味のない
インタラクションの場面はほとんど現れな
い。現実世界をもっとも類似した形で再現し
ているマルチメディア教材とこのインプッ
ト方式には大きな隔たりが存在することが
わかる。このような学習者に提示された情報
と学習者からインプットされた情報の格差
を補うためには学習者がインプットする際
に単なる回答行為（クリックなど）よりは意
味のある言語行動（デバイスを媒体とした）
を付与しなければならないと考えられる。そ
こで、異なるインタラクションによる学習効
果の違いを調べるため、学習者を１）テキス
トなどマルチメディアを使用しない学習者

群、２）マルチメディアを利用するが既存の
インタラクション方法を利用する学習者群、
３）インタラクションに意味付けが可能なデ
バイス（タッチスクリーン、マルチタッチデ
バイスなど）を利用した群に分け、学習の観
察および学習後の記憶テスト、言語運用テス
トを行い、マルチメディアの特性とそれに対
する学習者のインタラクションの関係を明
らかにしたい。 
 
2.4 教育実践に基づいたマルチメディア学習
モデルの妥当性の検証 
 2.1, 2.2, 2.3 からの研究結果を踏まえ、学
習効果があるという結果を得たマルチメデ
ィア要素を活用したマルチメディア学習の
モデルおよびその教育システムを構築する。
学習モデルと構築されたシステムの効果を
確かめるべく、実際の外国語教育実践現場
（日本人に対する韓国語教育、英語教育、韓
国人に対する日本語教育）で採用し、学習効
果を確かめる予定である。 
 
3. 研究の方法 
 本研究の目的はマルチメディア外国語学
習教材の学習効果を検証し、それに対する学
習者のインタラクションパターンを分析す
ることで、マルチメディア教材が備えなけれ
ばならない要素と学習者に求められるイン
タラクションを特定することである。マルチ
メディアの学習効果とマルチメディア外国
語教材の制作にあたっては研究代表者が研
究・構築したマルチメディア映像情報の効果
（李, 2004）とマルチメディアコロケーショ
ン検索システム（李, 2005）を活用し、マル
チメディアのどの要素が学習効果を促進し、
それをどのような方法で学習者に提示・利用
させるべきかを研究する。さらに、学習者の
教材に対するインタラクションを言語行動
学的に分析することにより、有効なマルチメ
ディア教育のモデルを提案する。 
 
4. 研究成果 
 本研究ではマルチメディアの中で主に視
覚情報がもたらす学習効果を概観し、外国語
教育特に日本語教育への応用の可能性につ
いて研究した。イメージが学習者に何らかの
影響を及ぼすのではないかという問題はこ
れまでの理論的研究に先行してむしろ実践
的な場面で盛んに研究されてきた。しかし、
なぜイメージが学習効果を促進するのかは
未だ充分に明らかになっていない。具体的な
映像材料は制作者や教師側の曖昧な基準や
勘に頼って活用されているのが現状である。 
 マルチメディアが外国語学習にもたらす
学習効果の諸要因を徹底的に解明し、学生へ
の認知実験を通じた学習プロセスについて
の理論的研究がより求められる。 



 

 

4.1 MPEG-7コンテンツ記述を利用したモバイ
ル外国語教材についての研究 
 近年、インターネットやワイヤレス通信で
利用できる携帯端末（Smart Phone, Tablet PC
など)の発達により、日常的な学習を支援で
きる学習環境が整備されつつある。しかし、
従来の CALL 教室やユビキタス学習環境につ
いての研究では今までの外国語学習形態を
大きく変える必要があり、新たなシステムの
導入の問題や教師の不慣れ、学習効果の問題
が問われている。吉田（1998）は CALL への
取り組みがマルチメディア時代の流行にと
どまらず本格化するには乗り越えられるべ
き障害が幾つかあると指摘し、CALLと他の授
業をどのように関連付けるかの問題、CALL教
育の成果を検証・公開することの必要性、
CALL設備はできたが維持管理予算・ソフト導
入予算不足の問題、CALL展開のための人的な
支援体制の不足問題を挙げている。 
 CALL を利用した e-learning では学習者が
学習する教材とプロセスを予めサーバーに
保存し、それを学習者が同じ学習経路で学習
するような構造であった。本研究では外国語
学習者の利用のためのモバイル外国語教材
を開発し、対面授業の利点を損なわないモバ
イル教材を提案した。外国語学習者がマルチ
メディア情報を多元的に利用して単語と表
現のコロケーションを理解することによっ
て、学習者の語彙学習、音声学習を促進する
ことが見込まれる。今後の課題としては、実
際の外国語学習に導入し改善点を探ってい
きたい。 
 

 
図１モバイル学習環境 

 
4.2 動詞辞書での視覚コンテンツの効果 
 本研究では動詞の意味の理解および定着
を促進するために視聴覚コンテンツを採用
している。動詞の意味や用例を羅列する今ま
での辞書とは異なり、語彙の習得を達成させ
ることを念頭におき、学習者の認知プロセス、

記憶プロセスを考慮した視聴覚コンテンツ
を開発した。多義語のそれぞれの語義には同
じレベルの異なる意味をもっているものも
存在する反面、ある意味が中心的意味をもち、
他の意味はその中心的な意味から派生した
と考えられるものもある。「あがる」の場合
は「ものが上の方向に向かって移動する」と
いうのが中心的な意味で、「家にあがる」、「水
中や水上から陸地にあがる」のようなものは
派生的な意味の例といえる。 

 
図 2. 「あがる」のイメージスキーマ 

 
 その意味の広がりを学習者に効果的に提
示するため、動詞の中核の意味を表すイメー
ジスキーマを利用した。イメージスキーマと
は、私たちの行動、知覚、概念の中にくり返
し現れるパターンや形、規則性のことである
（Johnson, 1987）。このイメージスキーマは、
私たちの実際の身体運動や知覚、モノを操作
するという具体的な経験を通して、意味のあ
る構造として立ち現れるのである。これを介
して、私たちは日々の経験を構造化したり、
抽象的な物事を理解したりしている。Lakoff
（1987）はイメージスキーマを日常経験と概
念構造をつなぐ前概念的構造（preconceptual 
structures）のひとつとして特徴づけている。
ゆえにイメージスキーマとの関連で言語表
現の意味を分析していくことは非常に重要
である（鍋島, 2003 ） 
 しかし、イメージスキーマの存在は検証さ
れているのではなくその種類や何をイメー
ジスキーマと認めるかについての基準が存
在するわけでもない。認知言語学においてイ
メージスキーマはメタファー研究、多義研究
において重要な概念として利用されていな
がら、その心理学的実在性の検証はなおざり
にされてきたように思われる。続いて、イメ
ージスキーマについての先行研究をふまえ、
語彙学習でのイメージスキーマの利用方法
について考えた。そして外国語の語彙学習で
のイメージスキーマの有効性を述べ、それを
実際の教育現場で活用する方法について述
べた。語彙の表面的な意味だけではなく語が
持つ中心的概念を学習することは目標言語
の語彙体系をより確実に習得することにつ
ながると考えている。 
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